
学校番号 2004 

平成 31 年度 古典 B 

教科 国語 科目 古典 B 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編古典Ｂ 改訂版（大修館書店） 

副教材等 
・記入して覚える 古典文法クリアノート（尚文出版） 

・シンプルスタイルシリーズ古文単語３０１（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

 

 

 

 

３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

・１年生の時に学習した古典文法（○○活用・○○形）を復習しておこう。わからないまま 

放置しないこと。 

・古文で出てくる頻度の高い単語を、『古文単語３０１』で覚えて授業に臨もう。語句の意味が 

わかれば、２年生で学ぶ助動詞でいよいよ現代語訳を自分で考えることができるようになる。 

・漢文では訓読のルールを復習しておこう。 

・時代を超えて読み継がれてきた古典作品に触れることで、様々なものの見方や考え方を養う。 

・古典特有の語句や文法の使い方を学び、自らの力で古典文学を読み解く力を養う。 

・時代を超えて変わる習慣もあれば、時代を超えても変わらない心情や思索もある。現代との繋

がりを意識しながら古典を味わい、これからの文化を創造する力を付ける。 

 

現代と異なる風習や芸能に触れて、古典

に対する興味・関心を高め、現代との相

違点・類似点を探る。 

 評価方法 

a 関心・意欲・態度 

・授業中の発問 

・ノートでの感想記入 

ｂ話す・聞く能力 

ｄ読む能力 ｅ知識・理解 

語彙の理解や古典文法で得た知識を

使い、筆者や登場人物の心情などを

読み解く。 

評価方法 

・定期考査 

・提出物の点検（ノート等） 

 

古典文法、表記、語句、語彙を理解し、

基礎となる知識を身につけている。 

 

評価方法 

・提出物の点検（ノート等） 

・定期考査 

ｃ書く能力 



４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学 

期 

単元 

（学習項

目） 

学習内容 
自己 

評価 

主な評価の観点 
単元の評価規準 

（生徒の到達目標） 
評価方法 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 

１
学
期
中
間 

説話 今昔物語集 

「安倍晴明」 

 ○   ○ ○ 

 

 

 

ａ言語文化や伝統に対

する関心を深める。 

ｄ「陰陽道」の思想や

登場人物の感情を的確

に読み取り、考え方を

豊かにする。 

ｅ文法・語句について

の理解を深める。 

a行動の観察（授

業中の発言等） 

・提出物の点検

（ノート等） 

ｄ・ｅ 

定期考査 

説話 御伽草子 

「一寸法師」 

 ○   ○ ○ 

 

 

 

ａ言語文化や伝統に対す

る関心を深める。 

ｄ御伽草子という現代で

も多くの場面で登場する

話を原文で味わい、主人

公の心情を文章にする。 

ｅ文法・語句についての

理解を深める。 

a 

・行動の観察（授

業中の発言等） 

・提出物の点検

（ノート等） 

ｄ・e 

定期考査 

文法 文法の復習 

形容動詞 

     ○ ｅ形容動詞について理

解する。 

e 小テストまた

は定期考査 

１
学
期
期
末 

説話 竹取物語 

「かぐや姫の 昇

天」 

 ○   ○ ○ 

 

 

 

ａ言語文化や伝統に対す

る関心を深める。 

ｄかぐや姫・翁・帝とい

った様々な立場の登場人

物の心情を読み取り取

る。心情の変化と理由を

理解する。 

ｅ内容を通じて文法・語

句についての理解を深め

る。 

ａ 

行動の観察

（授業中の発

言等） 

・提出物の点

検（ノート等） 

ｄ・e 

定期考査 



１
学
期
期
末 

歌物語 伊勢物語 

「初冠」 

 

 ○   ○ ○ ａ言語文化や伝統に対す

る関心を深める。 

ｄ古人が歌を詠む時の心

情を読み取り、考え方を

豊かにする。元服したば

かりの青年の気持ちを文

章にする。 

e 内容を通じて文法・語句

についての理解を深め

る。 

a 

・行動の観察（授

業中の発言等） 

・提出物の点検

（ノート等） 

ｄ・e 

定期考査 

 

文法 助動詞①      ○ e 助動詞の基礎と助動

詞「ず」を理解する。 

e 小テストまた

は定期考査 

２
学
期
中
間 

日記 更級日記 

「あこがれ」 

 ○   ○ ○ ａ言語文化や伝統に対す

る関心を深める。 

ｄ筆者の『源氏物語』へ

の想いと、当時の貴族た

ちに『源氏物語』がどの

ように扱われていたのか

理解する。 

e 文法・語句についての理

解を深める。 

a 

・行動の観察（授

業中の発言等） 

・提出物の点検

（ノート等） 

d・e 

定期考査 

文法 助動詞②      ○ e 助動詞「る・らる・す・

さす・しむ」を理解す

る。 

e・小テストま

たは定期考査 

２
学
期
期
末 

物語 源氏物語 

「桐壺」 

 ○   ○ 

 

○ ａ言語文化や伝統に対

する関心を深める。 

ｄ光源氏誕生前の人物

関係を理解する。 

e 文法・語句についての

理解を深める。 

a 

・行動の観察（授

業中の発言等） 

・提出物の点検

（ノート等） 

d・e 

定期考査 

文法 助動詞③      ○ e 助動詞「き・けり・つ・

ぬ・たり・り」を理解

する 

e・小テストまた

は定期考査 



 

３
学
期
末 

漢文 「四面楚歌」 

 

 ○   ○ ○ ａ訓読のきまりに注意

しながら、本文を読む。 

ｄ訓読のきまりに従っ

て、正確に本文を読む。

故事成語として有名な

四面楚歌の背景に触

れ、項王や虞美人の心

情を探る。 

ｅ句法を習熟し、正確

な口語訳を作ることが

できる。 

ａ 

行動の観察

（授業中の

発言等） 

・提出物の点

検（ノート

等） 

ｄ・e 

定期考査 

     

文法 返り点・ 

再読文字 

     ○ e 訓点・返り点を正確に

理解できる。 

e・小テストま

たは定期考査 


